
人
事
院
会
見

人
事
院
か
ら
給
与
第
２
課
の

上
村
補
佐
他
２
名
が
出
席
、
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
小
原
委
員
長
他
７

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

問
題
認
識
は
伝
え
る

会
見
で
は
、
委
員
長
及
び
各

支
部
か
ら
豪
雨
や
豪
雪
な
ど
の

災
害
対
応
や
事
務
所
、
出
張
所

の
職
責
変
化
に
よ
る
昇
格
改

善
、
ダ
ム
操
作
や
九
州
災
害
時

の
管
理
職
員
の
勤
務
実
態
、
年

金
制
度
、
人
事
院
勧
告
、
標
準

職
務
表
の
改
定
、
再
任
用
の
処

遇
改
善
等
に
つ
い
て
求
め
ま
し

た
。
人
事
院
の
担
当
補
佐
は
、

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
の
発
言
に
大
き

く
頷
き
「
担
当
に
問
題
意
識
を

伝
え
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

６
級
昇
格
の
遅
れ
は

国
土
交
通
省
の
判
断

事
務
所
課
長
６
級
に
つ
い
て

は
「
（
６
級
昇
格
の
退
職
２
年

前
発
令
）
発
令
し
て
い
な
い
理

由
は
把
握
し
て
い
な
い
。
定
数

は
年
度
単
位
で
あ
る
。
任
命
権

者
の
判
断
で
あ
り
、
わ
か
り
か

ね
る
」
人
事
院
が
制
限
し
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
国
土
交
通
省

側
で
発
令
を
遅
ら
せ
運
用
し
て

い
る
事
が
あ
ら
た
め
て
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

標
準
職
務
表
が
実
態
と
合
っ

て
な
く
改
定
が
必
要
に
つ
い
て

は
「
事
務
所
、
出
張
所
な
ど
の

評
価
は
変
わ
ら
な
い
。
物
差
し

で
あ
り
、
改
定
は
難
し
い
。
６

級
、
５
級
は
上
位
級
で
あ
り
職

責
を
厳
し
く
見
て
い
く
」
と
回

答
し
従
来
の
考
え
方
を
固
執
し

て
い
ま
す
。

本
省
・
地
理
院
当
局

は
改
善
要
求
し
て
い

る
の
か
？

広
域
的
役
割
を
担
っ
て
い
る

国
土
地
理
院
の
６
級
定
数
大
幅

改
善
に
つ
い
て
は
「
地
方
測
量

部
を
管
区
機
関
に
変
え
る
の
は

難
し
い
。
（
職
責
は
）
当
局
の

話
を
聞
き
査
定
し
て
い
く
。
当

局
と
し
っ
か
り
話
を
し
て
欲
し

い
」
と
自
ら
の
責
任
を
回
避
す

る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
地
理

院
当
局
か
ら
定
数
改
善
の
要
求

が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
の
追
求

に
対
し
て
は
「
こ
の
場
で
は
申

し
上
げ
に
く
い
。
人
事
院
に
上

が
っ
て
き
た
も
の
を
精
査
し
て

い
く
。
要
求
が
な
け
れ
ば
査
定

の
し
よ
う
が
な
い
」
と
回
答
し
、

地
理
院
当
局
が
改
善
要
求
を
怠

っ
て
い
る
の
で
は
と
疑
義
が
生

じ
て
い
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
の
処
遇

改
善
は
、
今
年
４
月
に
新
た
な

専
門
員
定
数
を
使
い
、
６
５
名

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
フ
ル

タ
イ
ム
再
任
用
は
３
級
格
付
け

の
た
め
、
４
～
５
級
へ
の
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
で
は
、
一
時
金

０
．
０
５
ヶ
月
引
き
下
げ
勧
告

へ
の
抗
議
と
現
場
の
第
一
線
で

支
え
て
い
る
国
家
公
務
員
の
奮

闘
に
報
い
る
改
善
勧
告
を
求
め

ま
し
た
。

内
閣
人
事
局
交
渉

内
閣
人
事
局
か
ら
洲
藤
参
事

官
補
佐
他
５
名
が
出
席
、
ユ
ニ

オ
ン
か
ら
小
原
委
員
長
他
１
３

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
８
／
６
付
け
要

求
書
（
賃
金
、
定
年
及
び
再
任

用
、
人
事
評
価
）
に
よ
る
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

人
勧
、
尊
重
す
る

「
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

つ
い
て
、
政
府
は
人
事
院
勧
告

後
、
給
与
関
係
閣
僚
会
議
を
開

催
し
、
労
働
基
本
権
制
約
の
代

償
措
置
で
あ
る
人
事
院
勧
告
制

度
を
尊
重
す
る
基
本
姿
勢
に
立

ち
、
国
政
全
般
の
観
点
か
ら
検

討
を
行
っ
た
上
、
そ
の
取
り
扱

い
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
、
適
切
な
時
期
に
給

与
関
係
閣
僚
会
議
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

定
年
引
き
上
げ
、
法

案
再
提
出
を
検
討

「
国
家
公
務
員
の
定
年
の
引

き
上
げ
に
関
し
て
、
様
々
な
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
法
案
の
再
提
出
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。
な
お
、
定
年
退
職
者
の
再

任
用
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

平
成
２
５
年
３
月
の
閣
議
決
定

に
沿
っ
て
政
府
全
体
で
着
実
に

推
進
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
裏
面
へ
続
く
）
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ユ
ニ
オ
ン
本
部
は
、
１
０
月
２
１
日
に
人
事
院
勧
告
、
級
別
定
数
改
善
、
大
幅
増
員
、
再

任
用
の
処
遇
改
善
を
求
め
、
人
事
院
会
見
及
び
内
閣
官
房
内
閣
人
事
局
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

職
責
は

職
責
は
高
度
化

高
度
化
・
仕
事
は

・
仕
事
は
広
域
広
域

化化
し
て
い
る
。
実
態
に
あ
っ
た

し
て
い
る
。
実
態
に
あ
っ
た

正
当
な
評
価
を
求
め
る
！

正
当
な
評
価
を
求
め
る
！

回答する上村補佐（人事院）

１０／２１

人事院会見
内閣人事局交渉



（
表
面
か
ら
続
く
）

内
閣
人
事
局
交
渉

人

事

評

価

は
客

観

性
、
公
平
性
等
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
！

「
人
事
評
価
は
、
給
与
、

任
用
、
分
限
な
ど
、
能
力
・

実
績
主
義
の
人
事
管
理
の
基

礎
だ
け
で
な
く
、
評
価
結
果

等
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
を

通
じ
て
の
人
材
育
成
の
意
義

も
有
し
て
い
る
」
「
人
事
評
価

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、

納
得
性
や
制
度
の
信
頼
感
を

向
上
さ
せ
、
適
正
な
評
価
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
「
人
事
評
価
は
、
各
評
語

が
付
与
さ
れ
る
行
動
の
明
確

化
等
に
よ
る
評
語
区
分
の
レ

ベ
ル
感
の
整
理
・
徹
底
、
上

位
評
価
及
び
下
位
評
価
を
付

与
す
る
場
合
の
理
由
の
記
載

の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」

ま
た
、
人
材
育
成
等
へ
の

一
層
の
活
用
と
し
て
「
職
員

の
能
力
開
発
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
さ
ら
に
は
組
織
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
に
指
導
・
助
言
を

行
う
た
め
の
面
談
手
法
等
、

被
評
価
者
へ
の
指
導
に
役
立

つ
評
価
者
訓
練
等
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

実
効
あ
る
パ
ワ
ハ
ラ
対

策
を
！

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
に
つ
い
て
は
「
民

間
に
お
け
る
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
法
制
化
に

伴
い
、
国
家
公
務
員
に
つ
い

て
も
、
人
事
院
規
則
等
が
令

和
２
年
６
月
１
日
に
施
行
さ

れ
、
こ
の
規
則
等
に
基
づ
き
、

各
府
省
及
び
人
事
院
に
お
い

て
取
組
を
行
っ
て
い
る
」
「
内

閣
人
事
局
と
し
て
は
、
平
成

２
８
年
度
か
ら
「
国
家
公
務

員
健
康
増
進
等
基
本
計
画

平

成
２
８
年
改
正
）
」
に
基
づ
き
、

管
理
職
員
、
課
長
補
佐
及
び

係
長
等
へ
の
昇
任
時
に
受
講

を
必
修
化
す
る
な
ど
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
係
る
研
修

の
強
化
を
図
っ
て
い
る
」
「
各

府
省
の
取
組
を
補
完
す
る
た

め
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
に

よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
講

習
を
提
供
し
て
い
る
」
「
引
き

続
き
人
事
院
規
則
等
の
内
容

を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
公
務
に
お

け
る
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
対
策
に
つ
い
て
確
実

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
は
増
員
が
必
要

回
答
を
受
け
て
、
小
原
委
員

長
と
各
支
部
か
ら
豪
雨
や
豪
雪

な
ど
の
災
害
対
応
に
、
２
４
時

間
を
超
え
る
厳
し
い
勤
務
を
強

い
ら
れ
て
い
る
実
態
や
、
治
水

に
利
水
ダ
ム
を
活
用
す
る
た

め
、
流
域
の
ダ
ム
管
理
者
と
予

備
放
流
の
連
絡
調
整
な
ど
、
新

た
な
業
務
が
増
え
て
い
る
実
態

を
訴
え
、
３
６
０
時
間
の
超
過

勤
務
上
限
を
守
り
、
職
場
の
パ

ワ
ハ
ラ
を
無
く
す
責
務
は
、
内

閣
人
事
局
に
あ
る
。
超
勤
と
パ

ワ
ハ
ラ
の
問
題
を
根
絶
し
、
国

民
の
安
全
・
安
心
を
守
れ
る
防

災
官
庁
と
す
る
に
は
増
員
が
必

要
。
と
訴
え
ま
し
た
。

処
遇
改
善
の
た
め
努

力
を
求
め
る

今
回
の
交
渉
で
は
、
定
員
査

定
担
当
の
出
席
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
増
員
要
求
関
係
で
は

「
関
係
部
署
に
伝
え
る
」
と
の

回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
と
し
て
、
年
金

制
度
の
見
直
し
も
含
め
、
雇
用

と
年
金
の
接
続
に
つ
い
て
追
及

し
ま
し
た
が
「
検
察
庁
法
案
に

対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ

っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

法
案
の
再
提
出
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
回
答
。

冒
頭
の
「
公
式
回
答
」
の
域
を

出
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
内
閣
人
事
局
は
、

国
家
公
務
員
の
処
遇
改
善
全
般

を
つ
か
さ
ど
る
機
関
。
内
部
の

意
思
疎
通
を
充
分
に
図
り
、
人

事
院
等
と
も
連
携
し
、
関
係
省

庁
を
良
い
方
向
に
変
え
て
い
く

努
力
を
す
る
こ
と
を
申
し
入

れ
、
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

１
１
月
１
９
日
に
省
内
の
３

つ
の
単
組
（
国
土
交
通
労
働
組

合
、
全
北
海
道
開
発
局
労
働
組

合
、
国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ

オ
ン
）
は
「
体
制
拡
充
署
名
」

を
合
同
で
提
出
し
、
国
土
交
通

委
員
会
の
委
員
（
野
党
）
に
対

し
「
委
員
会
で
尽
力
し
て
欲
し

い
」
と
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。要

請
行
動
は
、
江
崎
孝
参
議

院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）
、
荒

井
聡
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主

党
）
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議

員
（
日
本
共
産
党
）
、
武
田
良

介
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）

の
４
名
に
行
い
ま
し
た
。

各
議
員
と
も
３
０
分
程
度
、

地
方
整
備
局
内
お
よ
び
北
海
道

開
発
局
内
の
職
場
実
態
な
ど
を

説
明
し
「
引
き
続
き
増
員
が
実

現
す
る
こ
と
」
の
私
た
ち
の
声

に
理
解
を
示
し
て
頂
き
ま
し

た
。
江
崎
議
員
は
「
委
員
会
の

委
員
長
の
た
め
紹
介
議
員
に
は

な
れ
な
い
が
、
委
員
会
で
頑
張

っ
て
い
く
」
旨
の
回
答
を
頂
き

ま
し
た
。

各
議
員
と
の
懇
談
の
中
で
ユ

ニ
オ
ン
と
し
て
、
前
回
取
り
組

ん
だ
管
理
職
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
と
今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
持

参
し
、
職
場
の
声
（
１
人
出
張

所
の
問
題
、
再
任
用
問
題
、
昨

年
の
各
地
で
の
災
害
な
ど
）
な

ど
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
統
一
行
動
に
は
、
国
土

交
通
労
組
か
ら
３
名
、
全
開
発

か
ら
５
名
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
２
名
（
中
川
関
東
副
委
員

長
と
上
林
本
部
事
務
局
員
）
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
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「管理職員等アンケート」実施中
唯一の国家公務員の管理職組合が、２年に１回行っているアンケート。

当局はもちろん人事院、マスコミも注目しています。多くの職場の声を集

め要求化し、その実現に向け取り組んでいきます。取り組み期限は、１２

月１５日となっていますので、ご協力をお願いします。

国
土
交
通
行
政
を

担
う
組
織
・
体
制

の
拡
充
を
求
め
る

11/19 国会議員要請

江崎議員への要請

高橋議員への要請


